（別添３）

加工・業務用果実安定供給連携体制構築事業実施計画
(省力型栽培技術体系の導入の取組) 

１　事業の目的及び目標
（１）産地の現状と課題
	



（２）取組内容
	


注）本事業の目標も含めて記載すること。

（３）対象品目と用途
	対象品目
	用途

	
	


注）用途の欄には、「カットフルーツ用」などと具体的な用途及び実需者が求める品質等を記載する。

２　総括表
	事業内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	補助金
	自己負担
	その他
	

	
	円

	円

	円

	円
	

	合計
	
	
	
	
	





３　目　標
	指標項目
	現状
	実績
（〇年度）
	目標
（〇年度）

	労働時間（梱包作業を含む）（時間/面積または生産量）
	
	
	

	単価（円/㎏）
	
	
	

	単収（㎏/10a）
	
	
	

	収益性（円/10a）
	
	
	

	
	
	
	

	目標設定の考え方：


注）１．指標項目に記載する内容は、いずれか一つ以上を目標として選択する。なお、これらの項目以外で本事業の取組を達成するための目標を掲げる場合は、新たに欄を設けることができるものとする。
２．労働時間については、時間/10a、時間/トン等、具体的な単位を記入する。
３．実績は、計画時には空欄とし、実績報告時に展示ほ等での実績を記入する。

４　技術体系等の実証課題と内容
	実証課題
	実証内容
	実証面積
	備考

	
	
	
	


注）備考欄に実証場所について記載すること。

５　果実の品質評価に係る取組
（対象品目：　　　　　　　　）
	評価項目
	評価内容
	備考

	
	
	

	
	
	


注）評価品目ごとに表を整理し、必要に応じて表を増やすこと。


６　事業の内容
（１）技術体系等の導入に係る経費の内訳
①技術体系等の実証に係る経費
	費　　目
	単価・数量
	経　費
	備　考

	
	
	円

	

	計
	
	
	



②果実の品質評価に係る経費
	対象品目
	評価内容
	経　費
	備　考

	
	
	円
	



（２）取組の検討及び成果報告書の作成等
①　検討会
	開催
時期
	検討項目及び内容
	参集者の構成及び人数
	事業費
	備考

	月日

	
	人
	円
	


注）開催時期の欄は、日程が具体的に決まっていない場合は、○月〇旬と記入する。

②　マニュアル・調査報告書等の作成及び配布等
	報告書等の名称
	内容等
	作成部数
	事業費
	備考

	
	
	部
	円
	






７　経費の配分
	事業に要する
（又は要した）経費
	負担区分
	摘要

	
	補助金
	自己負担
	その他
	

	
	円
	円
	円
	

	（検討会の開催）
	
	
	
	

	円
	
	
	
	

	（技術体系等の実証）
	
	
	
	

	円
	
	
	
	

	（果実の品質評価）
	
	
	
	

	円
	
	
	
	

	（マニュアル等の作成）
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　円
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）摘要の欄には、負担区分のその他の額の内訳等を記入する。

８　事業完了予定月日（又は完了年月日）
令和　年　月　日


９　収支予算（又は精算）
（１）収入の部
	区分
	本年度予算額（又は本年度
精算額）
	前年度予算額（又は本年度
予算額）
	比較増減
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	
	円
	円
	
	
	

	補助金
	
	
	
	
	

	自己
負担金
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


注）備考の欄にその他の内容を記入すること。



（２）支出の部
	区分
	本年度予算額（又は本年度
精算額）
	前年度予算額（又は本年度
予算額）
	比較増減
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	
	円
	円
	
	
	

	補助金
	
	
	
	
	

	自己
負担金
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


注）備考の欄にその他の内容を記入すること。


[bookmark: _Hlk37837993]（添付書類）
実施計画には以下の（１）～（４）を添付する。
[bookmark: _Hlk37837779]（１）定款（又は規約）・役員名簿等
（２）実証予定の技術体系等の根拠（現状及び設定した目標の実現性が詳細にわかるものを含む）となる資料（研究成果等）
（３）技術体系等の実証に必要な機械・機器（レンタル・リース）等について、メーカー、型番、能力等が記載された資料
（４）その他、本会が募集の際に定める申請者の概要等に関する資料
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